
京都市の学校評価京都市の学校評価
～学校評価の充実・改善に向けた取組～～学校評価の充実・改善に向けた取組～

京都市教育委員会京都市教育委員会

よりよい学校づくりと学校評価よりよい学校づくりと学校評価

①① 学校評価をみんなのものにする学校評価をみんなのものにする
一人一人が評価者の視点を持つ・評価と実践をつなぐ一人一人が評価者の視点を持つ・評価と実践をつなぐ

②② 学校の魅力を発見し，発信する学校の魅力を発見し，発信する
課 見 力 型 しい ンケ ト手 の活課題発見・魅力発見型の新しいアンケート手法の活用

③③ 自らを振り返り，互いに高め合う自らを振り返り，互いに高め合う
そ れ 場 ， の役 ，関 りを り返それぞれの立場から，自らの役割，関わりを振り返る

④④ 当事者意識を持って評価する当事者意識を持って評価する
年間を通じて評価活動に参画する年間を通じて評価活動に参画する

学校を元気
にする評価



よりよい学校づくりと学校評価よりよい学校づくりと学校評価

①① 学校評価をみんなのものにする学校評価をみんなのものにする

学校教育目標，学校経営方針の共有学校教育目標，学校経営方針の共有

評価項目の共有（学校経営方針，学級経営方針と評価をつなぐ）評価項目の共有（学校経営方針，学級経営方針と評価をつなぐ）

評 果 有 善 実践 の共評価結果の共有と改善策（実践）の共有

一人一人が評価者の視点を持つ一人一人が評価者の視点を持つ

→→ 評価と実践をつなぐ評価と実践をつなぐ

よりよい学校づくりと学校評価よりよい学校づくりと学校評価

②② 学校の魅力を発見し，発信する学校の魅力を発見し，発信する

学 よ 魅 が る評 の工学校のよさ（魅力）が見える評価の工夫

よさの共有，魅力の共有よさの共有，魅力の共有

学 魅 積 な学校の魅力の積極的な発信

課題発見型・魅力発見型の新しいアンケート手法の導入課題発見型・魅力発見型の新しいアンケート手法の導入

→→ 慶應義塾大学との共同研究（学校評価支援システム）慶應義塾大学との共同研究（学校評価支援システム）



よりよい学校づくりと学校評価よりよい学校づくりと学校評価

③③ 自らを振り返り，互いに高め合う自らを振り返り，互いに高め合う

教育活動を振り返る，指導を振り返る（教職員）教育活動を振り返る，指導を振り返る（教職員）

子育てを振り返る（保護者・地域）子育てを振り返る（保護者・地域）

学 姿 振 る 童 ）学びの姿勢を振り返る（児童生徒）

学校だけが評価されるのではない学校だけが評価されるのではない

→→ 足りないところを補い合い，高め合う双方向の関係足りないところを補い合い，高め合う双方向の関係

よりよい学校づくりと学校評価よりよい学校づくりと学校評価

④④ 当事者意識を持って評価する当事者意識を持って評価する

年間を通した評価活動の実施年間を通した評価活動の実施

日 な 教 動へ 参画日常的な学校教育活動への参画

改善のための支援策を含めた学校関係者評価改善のための支援策を含めた学校関係者評価

子どもの学校生活をよりよいものにするために子どもの学校生活をよりよいものにするために

→→ 一人一人がそれぞれの立場でできることを一人一人がそれぞれの立場でできることを



改めて問題提起

みんなとは

・ 教職員みんなのものに

・ 子どもたちみんなのものに

・ 保護者みんなのものに

・ 地域住民みんなのものに

そのために

・一人一人が評価者の視点を持っ
て自らを振り返り，互いに高め合
う。

学校評価の基本的な考え方と年間を通した学校評価の流れ



ガイドライン改定の

３つのポイント

① 自己評価の充実

自己評価が学校評価の基本

② 学校関係者評価の充実

年間を通した評価活動への参画

③ 公表・報告

分かりやすさが基本

調査票の作成および集計
（ 推 奨 ）

① 学校評価支援システム

・ 慶應義塾大学との提携

・ 効果的・効率的な評価

② かんたん調査票作成

・ マークシート方式

・ 対話型の作成ソフト

③ かんたん調査票読み取り

・ 簡単・便利・高速



かんたん課題分析データベース
（ 推 奨 ）

① 見える評価

重要度・実現度・ニーズ度

・ 学校の魅力が見える

・ 学校の課題が見える

② 生きる・活かせる評価

・ 魅力と課題を焦点化

・ 意識のずれを視覚化

・ 回答に表れた願いを反映

結果の公表と報告

① 学校評価表（推奨）

・ 焦点化した簡潔な分析と

改善策の提示

・アンケートによらない指標の

活用

② 報告書（統一書式）

・ 支援に生かす一つの資料

・ 設置者への報告の義務化



学校評価Q&A

① 学校評価をみんなの

ものにするためには

② これからの自己評価とは

③ 京都市における

学校関係者評価とは

④ 評価結果の公表は

地域ぐるみで進める学校評価地域ぐるみで進める学校評価

①① 地域の子どもは地域で育てる地域の子どもは地域で育てる
学校・家庭・地域の連携・協力学校・家庭・地域の連携・協力

②② 目指す子ども像，学校像の共有目指す子ども像，学校像の共有
義務教育の小中９年間で目指す姿義務教育の小中９年間で目指す姿

③③ 目標の共有から行動（実践）の共有目標の共有から行動（実践）の共有
当事者意識を持った学校教育活動への参画当事者意識を持った学校教育活動への参画

④④ 評価をつなぐ評価をつなぐ
地域や子どもの実態を踏まえた共通評価項目の設定地域や子どもの実態を踏まえた共通評価項目の設定


